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円
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界
五
部
」
の
歌
を
読
む
山
　
本
　
章
　
博
162
　
慈
円
は
、
「
治
承
題
（
廿
題
）
百
首
」
（
1
）
の
釈
教
に
お
い
て
、
「
仏
部
」
「
蓮
華
部
」
「
宝
部
」
「
金
剛
部
」
「
掲
磨
部
」
と
い
う
五
題
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
題
は
総
称
し
て
「
金
剛
界
五
部
」
と
言
わ
れ
る
。
慈
円
は
、
歌
の
中
に
「
護
摩
」
「
以
字
焼
字
」
「
五
相
成
身
」
な
ど
、
密
教
の
言
葉
を
し
ば
し
ば
詠
み
込
む
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
金
剛
界
五
部
」
と
い
う
密
教
の
重
要
命
題
を
ど
う
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
題
を
詠
ん
だ
他
の
歌
人
は
見
出
せ
ず
、
ま
た
慈
円
の
歌
の
中
で
も
最
も
難
解
な
も
の
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
五
首
の
読
解
を
試
み
た
い
。
　
ま
ず
、
題
の
「
金
剛
界
五
部
」
に
つ
い
て
概
略
を
お
さ
え
て
お
く
。
胎
蔵
曼
茶
羅
、
金
剛
界
曼
茶
羅
の
両
部
曼
茶
羅
は
、
密
教
の
諸
仏
を
網
羅
し
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
諸
仏
の
中
核
を
な
す
の
が
、
「
五
仏
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
金
剛
界
曼
茶
羅
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
心
の
成
身
会
に
描
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
心
に
位
置
す
る
大
日
如
来
、
大
日
如
来
の
東
方
の
阿
閤
如
来
、
南
方
の
宝
生
如
来
、
西
方
の
阿
弥
陀
如
来
、
北
方
の
不
空
成
就
如
来
の
五
仏
で
あ
る
。
こ
の
五
仏
は
ま
た
、
法
界
体
性
智
、
大
円
鏡
智
、
平
等
性
智
、
妙
観
察
智
、
成
所
作
智
と
い
う
所
謂
「
五
智
」
を
表
し
て
い
る
の
で
、
「
五
智
如
来
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
「
金
剛
界
五
部
」
と
は
、
金
剛
界
の
諸
仏
を
五
つ
に
分
類
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
表
］
た
も
の
だ
が
、
こ
の
「
五
仏
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
主
尊
と
な
る
の
で
あ
る
。
各
部
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
歌
の
解
釈
と
と
も
に
触
れ
て
い
き
た
い
。
金
剛
界
の
「
五
仏
」
「
五
智
」
「
五
部
」
の
関
係
を
整
理
し
て
示
せ
ば
、
［
表
］
の
通
り
で
あ
る
（
2
）
。
五 五 五
部 智 仏
仏 法 大
部 界 日
体 如
性 来
智
金 大 阿
剛 円 閤
部 鏡 如
智 来
宝 平 宝
部 等 生
性 如
智 来
蓮 妙 阿
華 観 弥
部 察 陀
智 如
来
娼 成 不
磨 所 空
部 作 成
智 就
如
来
（1）
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な
お
、
こ
の
「
治
承
題
（
廿
題
）
百
首
」
は
、
慈
円
と
良
経
が
詠
ん
で
い
る
が
、
そ
の
歌
題
は
い
ず
れ
も
、
九
条
兼
実
に
よ
る
治
承
二
年
の
首
」
に
倣
っ
た
も
の
で
、
九
条
家
の
伝
統
を
強
く
意
識
し
た
百
首
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
3
）
。
兼
実
は
「
右
大
臣
家
百
首
」
の
釈
教
に
お
い
て
、
ん
で
い
る
。
「
右
大
臣
家
百
首
」
は
、
散
秩
し
て
い
る
が
、
勅
撰
集
か
ら
「
成
所
作
智
」
題
の
歌
以
外
の
四
首
を
集
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
法
文
の
う
た
に
、
五
智
如
来
を
よ
み
侍
り
け
る
に
、
平
等
性
智
の
こ
こ
ろ
を
よ
み
侍
り
け
る
　
　
人
ご
と
に
か
は
る
は
ゆ
め
の
ま
ど
ひ
に
て
さ
む
れ
ば
お
な
じ
こ
こ
ろ
な
り
け
り
（
千
載
集
・
釈
教
・
一
二
二
三
）
　
　
　
　
家
に
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
時
、
五
智
の
心
を
、
妙
観
察
智
　
　
そ
こ
き
よ
く
心
の
水
を
す
ま
さ
ず
は
い
か
が
さ
と
り
の
蓮
を
も
み
ん
（
新
古
今
集
・
釈
教
・
一
九
四
七
）
　
　
　
　
家
に
百
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
五
智
の
大
円
鏡
智
の
こ
こ
ろ
を
　
　
く
も
り
な
く
み
が
き
あ
ら
は
す
さ
と
り
こ
そ
ま
と
か
に
す
め
る
か
が
み
な
り
け
れ
（
新
勅
撰
集
・
釈
教
・
五
九
八
）
　
　
　
　
法
界
体
性
智
の
こ
こ
ろ
を
　
　
お
の
つ
か
ら
法
の
さ
か
ひ
に
い
る
人
は
そ
れ
こ
そ
や
が
て
さ
と
り
な
り
け
れ
（
新
拾
遺
集
・
釈
教
・
一
五
〇
六
）
（
4
）
　
慈
円
が
こ
の
百
首
で
、
「
金
剛
界
五
部
」
を
詠
む
の
は
、
兼
実
の
「
五
智
」
の
詠
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
右
大
臣
家
百
「
五
智
」
を
詠
（2）
二
　
以
下
、
こ
の
五
首
に
つ
い
て
読
解
を
試
み
る
。
「
治
承
題
（
廿
題
）
百
首
」
は
、
『
拾
玉
集
』
に
お
い
て
、
青
蓮
院
本
等
の
五
巻
本
系
統
本
に
は
収
載
さ
れ
ず
、
七
巻
本
系
統
本
、
改
編
五
巻
本
系
統
本
、
貞
和
類
聚
本
系
統
本
の
陽
明
文
庫
「
吉
水
和
尚
詠
」
に
存
す
る
（
5
）
。
七
巻
本
の
六
家
集
版
本
は
、
『
校
注
国
歌
大
系
』
や
『
慈
円
全
集
』
に
翻
刻
さ
れ
、
改
編
五
巻
本
の
京
都
大
学
図
書
館
本
は
、
『
校
本
拾
玉
集
』
に
す
で
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
陽
明
文
庫
「
吉
水
和
尚
詠
」
を
底
本
と
し
て
濁
点
を
付
し
て
翻
刻
し
、
六
家
集
版
本
（
版
）
、
京
大
本
（
京
）
と
の
校
異
（
表
記
の
違
い
を
除
く
）
が
あ
る
場
合
は
示
し
て
お
く
（
6
）
。
①
佛
部
＼
い
ま
は
う
へ
に
ひ
か
り
も
あ
ら
じ
望
月
と
か
ぎ
る
に
な
れ
ば
ひ
と
き
は
の
空
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こ
の
歌
は
、
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
小
比
叡
十
五
番
（
7
）
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
釈
教
（
8
）
に
採
ら
れ
て
い
る
。
　
題
の
「
仏
部
」
は
、
空
海
の
『
秘
蔵
記
』
に
、
　
　
三
に
は
仏
部
。
こ
の
理
、
こ
の
智
、
凡
位
に
は
未
だ
顕
は
れ
ず
。
理
智
具
足
し
て
覚
道
円
満
す
る
を
、
す
な
は
ち
仏
部
と
名
つ
く
。
（
9
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
蓮
華
部
」
の
理
、
「
金
剛
部
」
の
智
の
理
智
を
と
も
に
備
え
、
悟
り
を
完
成
す
る
こ
と
を
示
す
部
で
あ
る
。
大
日
如
来
を
部
主
と
す
る
。
．
五
仏
の
う
ち
大
日
如
来
以
外
の
四
仏
は
、
と
も
に
大
日
如
来
か
ら
流
出
し
、
大
日
如
来
の
持
つ
徳
の
側
面
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
個
々
に
独
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
大
日
如
来
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
　
歌
の
「
今
は
上
に
光
も
あ
ら
じ
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
仏
部
」
の
主
尊
、
大
日
如
来
が
四
仏
を
統
括
し
、
五
仏
の
中
で
最
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
行
に
、
　
　
　
　
高
野
山
を
す
み
う
か
れ
て
の
ち
、
伊
勢
国
ふ
た
み
の
う
ら
の
山
で
ら
に
侍
り
け
る
に
、
大
神
宮
の
御
山
を
ば
神
ぢ
山
と
申
す
、
大
日
如
来
御
垂
跡
を
　
　
　
　
お
も
ひ
て
よ
み
侍
り
け
る
　
　
　
　
　
　
円
位
法
師
　
　
ふ
か
く
い
り
て
神
ち
の
お
く
を
た
つ
ぬ
れ
ば
又
う
へ
も
な
き
み
ね
の
松
か
ぜ
（
千
載
集
・
釈
教
・
一
二
七
八
）
（
－
o
）
と
、
大
日
如
来
を
「
又
う
へ
も
な
き
」
と
表
現
し
た
歌
が
あ
り
影
響
関
係
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
　
「
望
月
と
か
ぎ
る
に
な
れ
ば
ひ
と
き
は
の
空
」
に
関
し
て
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
全
釈
』
（
n
）
は
、
「
金
剛
界
仏
部
の
大
日
如
来
の
円
満
な
る
智
を
満
月
に
讐
え
て
詠
ん
だ
一
首
」
と
「
望
月
」
を
大
日
如
来
の
円
満
な
る
智
を
唇
え
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
「
か
ぎ
る
に
な
れ
ば
」
を
「
極
限
に
な
る
と
」
と
注
し
、
「
ひ
と
き
は
の
空
」
を
「
一
際
す
ば
ら
し
い
空
だ
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
　
た
だ
し
、
大
日
如
来
の
讐
喩
と
し
て
は
、
「
日
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
慈
円
も
、
「
内
大
臣
家
百
首
」
で
、
　
　
　
　
大
日
（3）
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お
ほ
空
に
見
つ
や
み
や
こ
の
ぬ
し
や
た
れ
こ
の
日
に
は
あ
ら
ぬ
光
と
そ
き
く
（
拾
玉
集
・
三
八
六
七
）
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
望
月
が
詠
ま
れ
る
点
は
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
『
金
剛
頂
鍮
伽
中
略
出
念
諦
経
』
巻
三
に
は
、
　
　
磨
當
に
毘
盧
遮
那
尊
首
を
想
ふ
べ
し
。
壇
の
中
央
に
坐
し
て
、
結
跡
跣
坐
し
、
大
威
徳
あ
り
、
色
は
白
鵡
の
如
く
、
形
は
浄
月
の
如
し
。
（
1
2
）
と
大
日
如
来
の
形
を
月
に
讐
え
た
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
「
望
月
と
か
ぎ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
　
あ
る
い
は
、
金
剛
界
五
部
に
関
連
す
る
観
法
と
し
て
、
月
輪
観
に
よ
る
「
五
相
成
身
観
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
背
景
に
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
五
つ
の
段
階
（
五
相
）
を
踏
ん
で
自
ら
が
金
剛
界
の
仏
す
な
わ
ち
大
日
如
来
と
な
る
観
想
修
行
で
あ
る
。
五
相
と
は
、
一
、
「
通
達
菩
提
心
」
、
自
ら
の
心
中
に
月
輪
を
観
じ
る
。
二
、
「
修
菩
提
心
」
、
月
輪
を
観
じ
て
菩
提
心
を
起
こ
す
。
三
、
「
成
金
剛
心
」
、
月
輪
に
蓮
華
あ
る
い
は
金
剛
杵
を
観
想
す
る
。
四
、
「
証
金
剛
心
」
、
月
輪
の
蓮
華
あ
る
い
は
金
剛
杵
を
堅
固
な
も
の
と
し
、
自
ら
の
金
剛
性
を
体
得
す
る
。
五
、
「
仏
身
円
満
」
、
自
ら
の
身
体
が
仏
身
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
。
こ
の
最
後
の
「
仏
身
円
満
」
は
、
五
智
に
お
い
て
は
、
大
日
如
来
の
司
る
法
界
体
性
智
に
配
さ
れ
る
。
「
望
月
と
か
ぎ
る
」
と
い
う
の
は
、
五
相
成
身
観
に
お
い
て
心
中
の
月
輪
が
「
仏
身
円
満
」
と
極
ま
る
、
す
な
わ
ち
我
が
身
が
大
日
如
来
と
極
ま
る
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
い
か
。
漢
語
二
際
」
に
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。
　
　
浬
藥
は
世
間
と
異
な
ら
ず
、
世
閲
も
浬
盤
と
異
な
ら
ず
。
浬
繋
の
際
、
世
間
の
際
は
、
一
際
に
し
て
異
な
り
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
大
智
度
論
』
巻
九
）
（
1
3
）
こ
れ
は
、
「
浬
繋
の
際
」
と
「
世
間
の
際
」
の
二
者
の
間
に
区
別
の
無
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
て
る
。
「
ひ
と
き
は
の
空
」
と
は
、
「
一
段
と
す
ば
ら
し
い
空
」
の
意
で
は
な
く
、
「
仏
身
円
満
」
と
極
ま
る
と
、
仏
の
分
際
と
我
が
身
の
分
際
が
「
一
際
」
つ
ま
り
一
如
、
一
体
で
あ
る
世
界
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
以
上
は
な
い
極
限
の
望
月
が
照
ら
す
仏
我
｝
如
の
世
界
を
詠
ん
だ
一
首
と
考
え
た
い
。
　
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
で
、
こ
れ
と
番
え
ら
れ
た
、
「
十
題
十
首
百
首
」
釈
教
の
、
　
　
　
　
智
波
羅
密
　
　
こ
れ
ぞ
き
は
う
き
身
を
や
が
て
仏
ぞ
と
心
え
つ
べ
き
心
ち
こ
そ
す
れ
（
1
4
）
（4）
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は
、
仏
と
我
が
身
が
一
体
化
す
る
こ
と
を
極
限
と
詠
ん
で
お
り
、
同
様
の
発
想
の
も
の
で
あ
る
。
　
通
釈
、
今
は
こ
れ
以
上
の
光
は
あ
る
ま
い
。
望
月
と
極
ま
る
と
（
仏
身
円
満
と
極
ま
る
と
）
、
て
い
る
こ
と
だ
よ
（
1
5
）
。
そ
こ
に
は
、
仏
と
我
が
身
が
一
体
の
空
（
世
界
）
が
広
が
っ
②
蓮
華
部
＼
な
か
そ
そ
れ
お
な
じ
聖
の
め
ぐ
り
ゐ
る
き
り
じ
の
蓮
む
ね
に
ひ
ら
け
て
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
イ
　
＊
校
異
　
な
か
そ
そ
れ
ー
な
が
め
ら
れ
（
京
）
な
が
め
ら
れ
（
版
）
　
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
聖
真
子
十
五
番
に
採
ら
れ
て
い
る
（
1
7
）
。
こ
こ
で
は
本
文
に
異
同
が
あ
り
問
題
と
な
る
の
で
、
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
の
最
善
本
と
さ
れ
る
永
育
文
鹿
本
に
よ
り
、
十
五
番
左
右
と
判
詞
を
示
し
て
お
く
。
　
　
十
五
番
　
　
　
左
　
持
　
金
剛
界
五
部
の
中
に
蓮
花
部
を
　
　
な
か
ぞ
ン
れ
お
な
じ
聖
の
め
ぐ
り
ゐ
る
き
り
く
じ
の
は
ち
す
む
ね
に
ひ
ら
け
ぬ
　
　
　
右
　
　
　
妙
法
蓮
花
を
　
　
わ
し
の
山
や
と
せ
の
法
を
い
か
に
し
て
こ
の
花
に
し
も
た
と
へ
そ
め
け
ん
　
　
　
左
の
き
り
く
字
、
右
の
妙
法
蓮
花
、
勝
負
に
及
べ
か
ら
ず
や
侍
ら
ん
。
同
科
と
す
。
「
蓮
華
部
」
は
、
『
秘
蔵
記
』
に
、
一
に
は
、
蓮
華
部
。
吾
が
自
身
の
中
に
浄
菩
提
心
、
不
染
不
垢
な
る
こ
と
蓮
華
の
泥
中
よ
り
出
生
し
て
、
清
浄
の
理
あ
り
。
こ
の
理
は
六
道
・
四
生
界
を
経
て
、
生
死
の
泥
中
に
流
転
す
と
い
へ
ど
も
、
而
も
不
染
不
垢
な
る
が
如
し
。
傍
つ
て
蓮
華
部
と
名
つ
く
。
而
も
（5）
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と
あ
る
よ
う
に
、
蓮
華
の
如
く
不
染
不
垢
な
理
を
表
す
。
阿
弥
陀
如
来
を
部
主
と
す
る
。
　
ま
ず
、
第
四
句
の
「
き
り
じ
」
を
め
ぐ
っ
て
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
、
「
き
り
し
」
と
清
音
で
読
ま
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
『
校
注
国
歌
大
系
』
の
頭
注
は
、
「
き
り
し
　
清
浄
。
」
と
し
て
い
る
（
1
8
）
。
ま
た
、
畑
中
盛
雄
（
多
忠
）
『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』
（
以
下
『
注
解
』
）
（
1
9
）
は
、
次
の
よ
う
に
注
解
し
て
い
る
。
　
　
き
り
し
の
蓮
い
ま
だ
詳
な
ら
ず
。
も
し
き
り
く
の
梵
字
載
は
阿
弥
陀
の
種
子
な
り
。
き
り
と
斗
も
云
也
。
此
部
は
阿
弥
陀
に
あ
た
り
侍
れ
ば
、
き
り
し
の
　
　
蓮
と
い
へ
る
は
あ
み
だ
の
種
子
の
蓮
と
い
ふ
事
な
る
べ
し
。
き
り
の
梵
字
を
こ
め
て
、
し
は
助
語
と
せ
る
な
る
べ
し
。
又
き
り
池
の
蓮
と
い
ふ
事
に
や
。
　
　
池
と
し
は
通
音
な
れ
ば
、
さ
ま
た
げ
な
し
。
阿
弥
陀
経
疏
に
浄
土
を
き
り
た
ら
こ
た
国
と
い
へ
り
。
し
か
れ
ば
浄
土
の
池
の
蓮
と
い
ふ
義
に
や
。
両
説
に
　
　
と
り
て
前
の
説
近
き
や
う
に
や
。
な
を
た
つ
ぬ
べ
し
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
説
を
述
べ
て
い
る
。
一
つ
は
、
「
き
り
し
」
の
「
き
り
」
を
阿
弥
陀
の
種
子
の
「
載
（
キ
リ
ク
）
」
を
言
う
と
し
、
「
し
」
を
助
語
と
す
る
説
。
種
子
と
は
、
仏
や
菩
薩
な
ど
各
々
を
一
字
で
標
示
し
た
梵
字
の
こ
と
で
あ
り
、
阿
弥
陀
の
場
合
は
こ
の
「
載
」
で
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
一
般
に
「
キ
リ
ク
」
と
読
ま
れ
る
が
、
『
注
解
』
は
「
キ
リ
」
と
も
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
二
つ
は
、
「
き
り
」
を
浄
土
を
意
味
す
る
「
き
り
た
ら
こ
た
国
」
の
略
と
し
て
、
「
し
」
を
「
池
」
の
意
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
の
内
の
前
説
を
有
力
と
し
て
い
る
。
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
で
こ
こ
を
、
「
き
り
く
（
載
）
じ
」
と
し
、
俊
成
の
判
詞
で
も
、
「
き
り
く
字
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
き
り
」
は
、
阿
弥
陀
の
種
子
で
あ
る
「
載
（
キ
リ
ク
）
」
を
指
し
、
「
じ
」
は
「
字
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
「
き
り
じ
」
と
あ
る
の
は
「
き
り
く
じ
」
の
誤
写
か
、
あ
る
い
は
、
「
き
り
く
じ
」
は
、
漢
字
で
は
「
紘
利
倶
字
」
の
他
に
、
「
紘
利
字
」
或
い
は
「
纈
利
字
」
な
ど
と
表
記
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
き
り
じ
」
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
も
か
く
も
、
こ
れ
は
「
き
り
し
」
で
は
な
く
「
き
り
じ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
　
そ
の
上
で
、
「
き
り
じ
（
き
り
く
じ
）
の
蓮
」
と
は
何
か
。
『
注
解
』
で
は
、
「
あ
み
だ
の
種
子
の
蓮
」
と
い
う
の
み
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
　
台
密
の
修
法
の
中
に
「
阿
弥
陀
法
」
が
あ
る
。
慈
円
の
建
永
元
年
『
大
臓
法
院
条
々
起
請
事
』
「
毎
年
仏
事
」
に
、
　
　
一
　
毎
年
仏
事
（6）
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右
、
毎
年
仏
事
は
、
二
月
仏
名
、
両
箇
大
法
、
彌
陀
護
摩
、
二
季
彼
岸
、
報
恩
講
会
等
を
修
す
、
是
な
り
。
（
中
略
）
次
に
、
秋
九
月
の
勤
行
、
法
花
法
、
　
　
不
断
経
あ
る
べ
し
。
相
続
き
て
、
ー
副
。
彼
、
亡
卒
怨
霊
を
、
浄
土
の
蓮
台
に
釣
召
す
た
め
な
り
。
（
2
0
）
と
、
傍
線
箇
所
に
、
「
彌
陀
護
摩
」
「
阿
弥
陀
護
摩
七
箇
日
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
台
密
の
『
行
林
抄
』
第
四
「
阿
弥
陀
法
」
に
お
い
て
「
阿
弥
陀
護
摩
七
箇
日
支
度
」
と
言
っ
た
箇
所
が
あ
り
（
2
1
）
、
「
阿
弥
陀
法
」
と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
臓
法
院
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
修
法
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
「
阿
弥
陀
法
」
は
、
不
空
訳
の
『
無
量
寿
如
来
観
行
供
養
儀
軌
』
あ
る
い
は
『
金
剛
頂
経
観
自
在
王
如
来
修
行
法
』
（
2
2
）
に
依
る
修
法
で
あ
る
が
、
そ
の
『
無
量
寿
如
来
観
行
供
養
儀
軌
』
の
「
観
自
在
菩
薩
三
摩
地
」
の
行
法
を
記
し
た
箇
所
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
即
ち
観
自
在
菩
薩
三
摩
地
に
入
り
、
目
を
閉
じ
、
心
を
澄
ま
し
て
、
自
身
中
、
円
満
潔
白
な
る
こ
と
、
猶
ほ
浄
月
の
如
し
と
観
ぜ
よ
。
仰
て
心
中
に
在
き
、
　
　
浄
月
の
上
に
於
て
、
紘
利
字
、
大
光
明
を
放
つ
と
想
へ
。
其
の
字
変
じ
て
人
葉
蓮
華
と
な
り
、
蓮
華
台
の
上
に
於
て
観
自
在
菩
薩
あ
り
、
相
好
分
明
な
り
。
　
　
左
手
に
蓮
華
を
持
し
、
右
手
は
開
花
葉
の
勢
を
作
す
。
（
中
略
）
そ
の
蓮
華
の
八
葉
の
上
に
各
如
来
あ
り
。
入
定
し
て
結
跡
跣
坐
し
、
面
を
観
自
在
菩
薩
　
　
に
向
け
、
頂
に
円
光
を
楓
び
、
身
は
金
色
の
如
く
、
光
明
晃
曜
せ
り
。
（
2
3
）
こ
の
箇
所
は
、
『
行
林
抄
』
第
四
「
阿
弥
陀
法
」
（
2
4
）
、
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
五
十
三
「
阿
弥
陀
」
（
2
5
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
観
自
在
菩
薩
三
摩
地
」
に
つ
い
て
は
、
慈
円
の
『
四
帖
秘
訣
』
の
中
に
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
2
6
）
。
こ
の
箇
所
の
要
旨
を
示
せ
ば
、
目
を
閉
じ
心
を
澄
ま
し
、
清
浄
な
月
を
観
じ
、
そ
の
上
に
大
光
明
を
放
つ
キ
リ
ク
字
を
想
う
。
す
る
と
そ
の
キ
リ
ク
字
が
八
葉
蓮
華
に
変
じ
、
そ
の
蓮
華
の
中
心
に
は
、
観
自
在
菩
薩
（
観
世
音
菩
薩
）
が
座
す
。
そ
れ
を
囲
む
八
つ
の
葉
の
そ
れ
ぞ
れ
の
上
に
も
如
来
が
座
す
の
を
観
じ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
葉
上
の
如
来
に
つ
い
て
は
、
『
四
十
帖
決
』
巻
第
七
に
、
　
　
観
自
在
三
摩
地
、
八
葉
に
於
て
八
如
来
を
観
ず
云
云
、
阿
彌
陀
如
来
を
謂
ふ
な
り
。
其
の
上
は
観
自
在
な
り
。
ま
た
、
　
　
軌
に
人
葉
上
の
一
一
に
如
来
有
り
と
は
、
即
ち
彌
陀
如
来
な
り
。
（
2
7
）
と
い
う
説
が
見
え
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
如
来
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
　
歌
の
「
き
り
じ
（
き
り
く
じ
）
の
蓮
」
は
、
こ
の
キ
リ
ク
字
が
変
じ
る
八
葉
蓮
華
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
「
同
じ
聖
の
め
ぐ
り
（7）
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ゐ
る
」
と
い
う
難
解
な
表
現
も
、
中
心
の
観
自
在
菩
薩
を
囲
む
、
こ
の
八
葉
上
の
八
体
の
阿
弥
陀
如
来
を
指
し
て
い
る
と
す
れ
ば
理
解
で
き
る
。
　
な
お
、
こ
の
八
葉
蓮
華
に
つ
い
て
は
、
大
正
蔵
七
十
六
『
行
林
抄
』
に
図
版
が
あ
る
（
2
8
）
。
ま
た
、
阿
弥
陀
曼
茶
羅
の
一
形
式
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
2
9
）
。
た
だ
し
、
結
句
に
「
胸
に
ひ
ら
け
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
描
か
れ
た
阿
弥
陀
曼
茶
羅
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
く
、
や
は
り
観
想
し
た
蓮
が
心
の
中
で
開
く
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
最
後
に
初
句
「
な
か
そ
そ
れ
」
を
め
ぐ
っ
て
。
先
に
校
異
を
あ
げ
た
よ
う
に
、
七
巻
本
系
統
本
、
改
編
五
巻
本
系
統
本
で
は
「
な
が
め
ら
れ
」
と
い
う
本
文
で
あ
り
、
京
大
本
の
異
本
注
記
に
「
な
が
め
し
れ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
の
本
文
に
も
問
題
が
あ
る
。
永
青
文
庫
本
は
「
な
か
ぞ
」
れ
」
で
あ
る
が
、
群
書
類
聚
本
、
高
松
宮
本
、
神
宮
文
庫
本
等
に
お
い
て
「
な
か
そ
ら
（
半
天
、
中
そ
ら
）
の
」
と
あ
る
。
整
理
す
れ
ば
、
『
拾
玉
集
』
で
は
、
「
な
か
そ
そ
れ
」
「
な
が
め
ら
れ
」
「
な
が
め
し
れ
」
が
、
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
で
は
、
「
な
か
そ
そ
れ
」
「
な
が
そ
ら
の
」
が
対
立
す
る
。
す
べ
て
初
め
の
二
字
「
な
か
」
が
共
通
し
、
そ
の
下
は
、
「
そ
」
と
「
ら
」
、
「
れ
」
と
「
の
」
の
違
い
と
、
誤
写
に
よ
る
異
同
と
思
わ
れ
る
（
3
0
）
。
　
新
編
国
歌
大
観
の
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
で
は
、
永
青
文
庫
本
を
底
本
と
す
る
が
、
対
校
本
に
よ
り
、
「
な
か
そ
ら
の
」
と
校
訂
し
て
い
る
。
し
か
し
、
『
拾
玉
集
』
と
、
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
に
唯
一
共
通
す
る
本
文
が
「
な
か
そ
そ
れ
」
で
あ
り
、
ま
た
、
誤
写
の
過
程
を
考
え
て
み
て
も
、
途
中
で
「
な
か
そ
そ
れ
」
と
い
う
意
味
の
取
り
に
く
い
本
文
が
生
じ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
「
な
か
そ
そ
れ
」
が
難
解
で
あ
る
た
め
に
、
意
味
の
通
り
や
す
い
「
な
か
そ
ら
の
」
な
ど
の
本
文
が
生
じ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
「
な
か
そ
そ
れ
」
を
簡
単
に
は
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。
　
「
な
か
そ
そ
れ
」
と
い
う
用
例
は
見
出
し
難
い
が
、
「
～
ぞ
そ
れ
」
と
い
う
用
例
は
、
慈
円
に
も
、
　
　
思
ふ
べ
し
わ
が
う
つ
つ
こ
そ
か
な
し
け
れ
御
法
の
や
ど
に
み
る
夢
そ
そ
れ
　
　
（
拾
玉
集
・
二
四
八
七
）
と
い
う
よ
う
に
見
出
せ
る
。
こ
の
場
合
は
、
「
そ
れ
」
の
指
す
も
の
が
一
首
中
に
あ
る
が
、
当
該
歌
の
場
合
そ
れ
が
一
首
中
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
先
の
八
葉
蓮
華
を
前
提
と
す
れ
ば
、
中
心
に
は
、
観
自
在
菩
薩
が
座
し
、
そ
れ
を
指
し
て
「
な
か
そ
そ
れ
」
と
言
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。
　
通
釈
、
中
心
に
座
す
の
が
観
自
在
菩
薩
だ
。
そ
の
周
り
を
人
体
の
同
じ
阿
弥
陀
如
来
が
囲
む
、
キ
リ
ク
字
が
変
じ
た
八
葉
蓮
華
が
、
心
の
中
に
開
け
て
。
　
な
お
、
為
家
に
次
の
よ
う
な
一
首
が
あ
る
。
　
　
　
　
同
歌
中
（
毎
日
一
首
中
）
（8）
　
　
観
音
の
大
慈
大
悲
そ
む
か
ふ
べ
き
人
葉
の
は
ち
す
む
ね
に
ひ
ら
き
て
（
夫
木
和
歌
抄
・
第
三
十
四
雑
部
十
六
．
1
6
3
1
9
）
結
句
が
類
似
し
、
人
葉
蓮
華
を
詠
み
、
さ
ら
に
観
音
（
観
自
在
菩
薩
）
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
慈
円
歌
の
影
響
の
下
、
同
様
に
観
自
在
三
摩
地
の
八
葉
蓮
華
を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
ま
た
、
こ
の
「
蓮
華
部
」
で
観
想
さ
れ
た
蓮
を
詠
む
の
は
、
先
に
示
し
た
「
右
大
臣
家
百
首
」
兼
実
の
「
妙
観
察
智
」
の
歌
、
　
　
そ
こ
き
よ
く
心
の
水
を
す
ま
さ
ず
は
い
か
が
さ
と
り
の
蓮
を
も
み
ん
か
ら
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
③
寳
部
＼
か
れ
ぞ
か
し
三
十
の
う
へ
に
二
そ
へ
て
た
か
ら
の
中
に
た
か
ら
を
ぞ
み
る
（9）
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「
宝
部
」
は
、
『
秘
蔵
記
』
に
、
　
　
一
に
は
宝
部
、
仏
の
万
徳
円
満
の
中
に
福
徳
の
辺
を
宝
部
と
い
ふ
。
と
い
う
よ
う
に
、
仏
の
福
徳
の
宝
の
如
き
を
示
す
部
で
あ
る
。
　
「
か
れ
ぞ
か
し
」
は
、
部
主
の
宝
生
如
来
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
。
宝
生
如
来
に
つ
い
て
は
、
『
金
剛
頂
喩
伽
略
述
三
十
七
尊
心
要
』
に
詳
し
い
。
　
　
次
に
、
当
に
南
方
の
福
徳
聚
、
宝
生
如
来
を
礼
す
べ
し
。
摩
尼
宝
餅
を
持
す
と
想
え
。
　
一
切
如
来
に
灌
頂
を
与
う
と
想
え
。
即
ち
、
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
摩
　
　
尼
宝
珠
を
執
り
、
一
切
衆
生
の
所
求
の
願
を
成
満
す
。
此
の
福
徳
聚
の
功
徳
に
由
り
、
無
量
無
辺
の
赫
変
た
る
威
光
は
、
求
む
る
所
を
預
満
す
。
此
れ
乃
　
　
ち
宝
生
如
来
、
宝
部
に
摂
す
る
所
な
り
。
即
ち
、
平
等
性
智
な
り
。
（
3
1
）
こ
の
よ
う
に
、
摩
尼
宝
珠
を
持
ち
、
福
徳
に
よ
っ
て
衆
生
の
願
い
を
満
足
さ
せ
る
宝
生
如
来
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
摩
尼
宝
餅
を
持
す
と
想
え
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
観
想
行
の
中
で
見
る
姿
で
あ
る
。
歌
の
「
宝
の
中
に
宝
を
ぞ
見
る
」
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
宝
生
如
来
の
姿
を
心
の
中
に
見
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
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「
三
十
の
う
へ
に
二
そ
へ
て
」
と
は
、
『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』
が
、
「
仏
の
計
二
相
は
ま
こ
と
に
摩
尼
宝
に
比
し
て
た
て
ま
つ
れ
ば
か
く
い
へ
る
に
や
。
」
と
注
し
、
ま
た
、
『
校
注
国
歌
大
系
』
の
頭
注
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
三
十
二
相
の
こ
と
。
三
十
二
相
と
は
、
仏
に
備
わ
る
三
十
二
の
優
れ
た
身
体
的
特
徴
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
、
『
拾
遺
集
』
哀
傷
に
、
　
　
　
　
山
階
寺
に
あ
る
仏
跡
に
か
き
つ
け
た
ま
ひ
け
る
　
　
光
明
皇
后
　
　
み
そ
ぢ
あ
ま
り
ふ
た
つ
の
す
が
た
そ
な
へ
た
る
む
か
し
の
人
の
ふ
め
る
あ
と
そ
こ
れ
（
＝
二
四
五
）
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、
『
四
十
帖
決
』
巻
第
五
「
五
部
次
第
」
に
、
　
　
次
に
宝
部
と
は
、
摩
尼
宝
を
三
形
と
な
す
。
こ
れ
諸
仏
の
福
徳
の
門
な
り
。
即
ち
、
福
徳
二
厳
円
に
備
り
、
因
円
果
満
し
て
、
方
に
相
好
、
荘
・
の
宝
冠
　
　
理
略
の
相
を
現
じ
て
人
に
示
す
な
り
。
（
3
2
）
と
、
宝
生
如
来
が
、
特
に
宝
冠
理
略
の
相
好
を
現
わ
す
と
い
っ
た
箇
所
が
あ
り
、
こ
こ
で
三
十
二
相
を
詠
む
の
は
、
こ
の
辺
り
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
、
宝
生
如
来
の
三
十
二
相
の
中
に
、
宝
の
相
を
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
通
釈
、
宝
生
如
来
で
あ
る
よ
。
三
十
二
相
を
示
す
宝
生
如
来
の
中
に
宝
の
相
を
見
る
。
（10）
④
金
剛
部
＼
た
の
も
し
な
浮
世
の
中
の
破
屋
に
ひ
と
り
く
だ
け
ぬ
法
の
里
人
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
客
人
十
五
番
に
採
ら
れ
て
い
る
（
3
3
）
。
「
金
剛
部
」
は
『
秘
蔵
記
』
に
、
二
に
は
金
剛
部
。
吾
が
自
心
の
理
の
と
こ
ろ
に
ま
た
智
あ
り
。
こ
の
智
は
生
死
の
沢
泥
を
没
在
し
て
無
数
劫
を
経
と
い
へ
ど
も
、
而
も
不
朽
不
壊
に
し
て
、
よ
く
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
を
破
す
る
こ
と
、
金
剛
の
久
し
く
地
中
に
埋
む
と
い
へ
ど
も
、
而
も
不
朽
不
壊
に
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
怨
敵
の
固
き
物
を
擢
破
す
る
が
如
し
。
傍
つ
て
金
剛
部
と
名
つ
く
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
智
を
示
す
部
で
あ
る
。
そ
の
智
は
、
金
剛
の
よ
う
に
、
生
死
の
中
に
お
い
て
不
朽
不
壊
で
あ
り
、
諸
々
の
煩
悩
や
障
害
を
斥
け
る
。
よ
っ
て
「
金
剛
部
」
と
い
う
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
　
「
浮
世
の
中
の
破
屋
に
ひ
と
り
く
だ
け
ぬ
」
に
つ
い
て
、
『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』
は
、
　
　
浮
世
中
は
壊
劫
と
て
三
禅
天
ま
で
三
災
に
よ
り
て
や
ぶ
れ
は
つ
る
時
あ
り
。
し
か
る
に
持
法
の
菩
薩
は
あ
へ
て
か
や
う
の
わ
づ
ら
ひ
な
し
。
ま
こ
と
に
金
　
　
剛
の
く
だ
け
ざ
る
が
ご
と
し
。
よ
り
て
か
く
は
い
へ
り
。
と
注
解
し
、
「
く
だ
け
ぬ
」
と
い
う
表
現
が
「
金
剛
」
を
示
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
く
だ
け
ぬ
」
と
い
う
の
は
、
『
秘
蔵
記
』
に
「
不
朽
不
壊
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
金
剛
部
」
の
表
す
智
の
あ
り
か
た
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
破
屋
」
に
つ
い
て
、
『
注
解
』
は
「
壊
劫
」
を
考
え
て
い
る
が
、
「
く
だ
け
」
と
の
縁
語
で
詠
ま
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
　
「
法
の
里
人
」
は
、
慈
円
に
も
う
一
例
見
出
せ
る
。
「
法
華
要
文
百
首
」
の
、
　
　
　
　
授
記
品
　
無
有
魔
事
　
　
こ
と
さ
ふ
る
物
こ
そ
な
け
れ
さ
て
も
も
し
あ
る
は
さ
な
が
ら
法
の
里
人
（
拾
玉
集
・
二
四
四
九
）
で
あ
る
が
、
題
の
『
法
華
経
』
の
箇
所
は
、
　
　
そ
の
国
の
菩
薩
は
、
無
量
千
億
に
し
て
、
諸
の
声
聞
衆
も
、
亦
、
ま
た
、
無
数
な
ら
ん
。
魔
事
あ
る
こ
と
な
く
、
魔
及
び
魔
の
民
あ
り
と
錐
も
、
皆
、
仏
　
　
法
を
護
ら
ん
。
（
3
4
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
法
の
里
人
」
は
、
菩
薩
、
声
聞
を
指
し
て
い
る
。
当
該
歌
で
は
、
「
金
剛
部
」
の
不
朽
不
壊
の
智
を
司
る
、
部
主
の
阿
閤
如
来
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
阿
閤
如
来
に
「
た
の
も
し
な
」
と
信
仰
を
寄
せ
た
一
首
で
あ
る
。
　
な
お
、
慈
円
は
こ
れ
以
前
に
「
初
度
百
首
」
釈
教
で
、
　
　
た
の
も
し
な
仏
の
み
ち
に
い
る
事
は
う
き
身
な
れ
ど
も
も
れ
ず
と
そ
き
く
（
拾
玉
集
・
九
二
）
と
、
『
法
華
経
』
「
方
便
品
」
の
、
　
　
若
し
法
を
聞
く
こ
と
あ
ら
ん
者
は
、
一
と
し
て
成
仏
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
か
ら
ん
。
（
3
5
）
（11）
151
と
い
う
法
文
を
踏
ま
え
、
『
法
華
経
』
へ
の
信
仰
を
、
同
様
に
「
た
の
も
し
な
」
と
詠
ん
で
い
る
。
　
通
釈
、
た
の
も
し
い
こ
と
だ
よ
。
壊
れ
か
け
の
家
屋
の
よ
う
な
こ
の
世
の
中
で
も
、
独
り
不
朽
不
壊
の
阿
閤
如
来
は
。
⑤
掲
磨
部
＼
い
か
に
し
て
わ
れ
さ
と
ら
ま
し
も
ろ
人
の
御
法
の
に
は
を
か
ざ
る
け
し
き
は
　
＊
校
異
　
か
ざ
る
け
し
き
は
ー
か
ざ
る
け
し
き
を
（
京
）
（
版
）
　
「
掲
磨
部
」
の
「
掲
磨
」
と
は
、
作
用
、
働
き
を
意
味
す
る
語
。
『
秘
蔵
記
』
に
、
　
　
二
に
は
掲
磨
部
、
衆
生
の
た
め
に
悲
慰
を
垂
れ
て
一
切
の
事
業
を
成
辮
す
る
を
掲
磨
部
と
い
ふ
。
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
が
、
慈
悲
を
垂
れ
、
一
切
衆
生
の
救
済
の
た
め
の
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
示
す
部
で
あ
る
。
部
主
の
不
空
成
就
如
来
の
名
も
、
衆
生
を
教
化
す
る
事
業
が
空
し
か
ら
ず
し
て
成
就
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
　
『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』
は
、
　
　
か
つ
ま
と
は
作
法
を
な
す
を
云
。
御
法
の
庭
を
か
ざ
る
威
儀
に
て
題
の
心
を
こ
め
た
り
。
作
法
を
ば
か
つ
ま
と
云
。
弁
事
と
て
事
を
わ
き
ま
ふ
時
は
同
じ
　
　
字
な
れ
ど
、
こ
ん
ま
と
よ
む
事
習
ひ
に
て
侍
る
な
り
。
と
注
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
傍
線
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、
「
御
法
の
庭
を
か
ざ
る
」
と
い
う
表
現
で
、
「
掲
磨
部
」
の
事
業
・
作
法
を
示
し
て
い
る
。
但
し
こ
の
場
合
は
、
仏
の
事
業
で
は
な
く
、
「
諸
人
」
の
仏
の
た
め
の
事
業
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
　
こ
う
し
た
「
掲
磨
部
」
の
示
す
事
業
の
あ
り
方
に
照
ら
し
て
、
「
い
か
に
し
て
わ
れ
さ
と
ら
ま
し
」
と
、
自
ら
の
信
仰
心
を
述
懐
し
た
一
首
で
あ
る
。
慈
円
の
如
何
と
も
し
難
い
我
が
身
の
信
仰
心
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
、
す
で
に
「
厭
離
百
首
」
に
、
　
　
わ
た
り
河
わ
れ
し
つ
む
と
も
い
か
に
し
て
人
を
た
す
く
る
ふ
な
よ
そ
ひ
せ
ん
（
拾
玉
集
・
六
九
三
）
と
あ
り
、
ま
た
、
「
建
暦
日
吉
百
首
」
で
も
、
（12）
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い
か
に
し
て
つ
み
の
た
き
ぎ
を
こ
り
は
て
て
わ
が
智
恵
の
火
に
た
き
つ
く
さ
ま
し
（
拾
玉
集
・
二
〇
七
八
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
　
通
釈
、
ど
の
よ
う
に
し
て
私
は
悟
ろ
う
か
。
諸
人
が
御
法
の
庭
を
飾
り
仏
の
た
め
に
事
業
を
成
す
景
色
は
。
三
　
以
上
、
五
首
の
読
解
を
試
み
た
が
、
「
仏
部
」
「
蓮
華
部
」
「
宝
部
」
の
三
首
は
、
観
想
の
行
に
お
け
る
心
中
の
景
を
詠
み
、
「
金
剛
部
」
「
掲
磨
部
」
で
は
、
自
ら
の
信
仰
心
を
め
ぐ
っ
て
の
詠
で
あ
っ
た
。
「
金
剛
界
五
部
」
と
い
う
命
題
を
、
主
に
、
行
の
実
践
の
面
か
ら
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
密
教
行
法
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
、
月
輪
観
の
歌
が
慈
円
以
外
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
仏
部
」
の
一
首
ほ
ど
、
月
の
明
る
さ
と
、
仏
の
世
界
と
人
間
世
界
を
包
み
込
む
空
間
の
広
さ
を
表
現
し
得
た
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
「
蓮
華
部
」
の
歌
は
、
観
自
在
菩
薩
三
摩
地
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
詳
細
に
行
に
お
け
る
心
中
の
景
に
迫
っ
た
も
の
は
空
前
絶
後
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
は
、
行
の
体
験
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
そ
の
体
験
の
感
覚
を
喚
起
し
、
そ
の
ま
ま
再
び
行
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
い
く
よ
う
な
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
兼
実
の
「
右
大
臣
家
百
首
」
に
お
け
る
「
五
智
」
の
詠
を
意
識
し
、
九
条
家
の
伝
統
を
意
識
し
た
こ
の
百
首
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
実
践
的
な
行
の
歌
を
詠
む
の
は
、
密
教
の
行
に
よ
り
、
九
条
家
そ
し
て
国
家
を
護
ろ
う
と
す
る
慈
円
の
意
図
の
表
れ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、
「
蓮
華
部
」
の
歌
に
お
い
て
、
梵
字
を
詠
み
込
ん
で
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
梵
字
を
詠
み
込
む
こ
と
は
、
慈
円
は
す
で
に
、
文
治
六
年
頃
の
「
夏
日
舎
利
講
演
次
同
詠
十
如
法
文
倭
歌
」
の
、
　
　
是
因
如
に
《
字
の
字
義
を
思
ふ
哉
荻
な
き
や
ど
に
秋
の
ゆ
ふ
風
（
拾
玉
集
・
四
五
二
〇
）
に
お
い
て
試
み
て
い
る
が
、
法
文
和
歌
の
中
で
、
こ
う
し
て
自
在
に
梵
字
を
和
歌
表
現
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
、
後
の
著
名
な
『
拾
玉
集
』
第
五
の
散
文
の
、
「
梵
語
は
か
へ
り
て
近
く
、
や
ま
と
ご
と
に
は
同
じ
と
い
へ
り
。
」
と
い
う
和
語
、
梵
語
一
致
の
思
想
の
基
盤
と
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（13）
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（
－
）
慈
円
「
治
承
題
（
廿
題
）
百
首
」
の
成
立
は
建
久
八
（
＝
九
七
）
年
。
『
校
本
拾
玉
集
』
番
号
、
二
〇
〇
八
～
二
一
一
〇
。
釈
教
は
、
二
一
〇
三
～
二
一
〇
七
。
主
な
論
考
に
、
久
保
田
淳
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
（
一
九
七
　
三
・
三
、
東
京
大
学
出
版
会
）
第
三
篇
、
第
二
章
、
六
、
七
二
九
頁
～
、
石
川
一
『
慈
円
和
歌
論
考
』
（
平
成
一
〇
・
二
、
笠
間
書
院
）
第
二
章
、
第
五
節
、
二
〇
八
頁
～
、
山
本
一
『
慈
円
の
和
歌
と
思
想
』
（
一
九
九
九
・
一
、
和
泉
書
院
）
第
七
章
、
n
、
一
六
一
頁
～
、
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
こ
の
釈
教
五
首
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
（
2
）
曼
茶
羅
に
つ
い
て
は
、
小
峰
彌
彦
『
図
解
・
曼
茶
羅
の
見
方
』
（
平
成
九
・
七
、
大
法
輪
閣
）
、
大
法
輪
閣
編
集
部
編
『
図
説
・
大
日
如
来
と
密
教
の
仏
た
ち
』
（
平
成
一
一
・
三
、
大
法
輪
閣
）
が
分
か
り
や
す
く
、
理
解
の
助
け
と
な
る
。
（
3
）
安
井
久
善
「
九
条
家
と
同
家
百
首
和
歌
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
二
〇
号
、
昭
和
四
一
・
一
〇
）
。
（
4
）
小
島
孝
之
「
治
承
二
年
右
大
臣
家
百
首
侠
文
集
成
」
（
『
平
安
文
学
論
究
』
第
五
集
、
昭
和
六
三
・
一
〇
、
風
間
書
房
）
に
こ
の
歌
は
集
成
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
も
こ
の
百
首
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
5
）
陽
明
文
庫
「
吉
水
和
尚
詠
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、
紙
焼
写
真
版
（
O
ひ
ひ
鵠
）
。
（
6
）
『
拾
玉
集
』
の
諸
本
の
分
類
は
、
石
川
一
氏
の
説
に
よ
る
。
注
（
1
）
論
考
。
（
7
）
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
の
成
立
は
、
建
久
九
（
一
一
九
人
）
年
頃
。
永
青
文
庫
本
（
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
第
八
巻
『
歌
合
集
』
昭
和
五
九
・
四
、
汲
古
書
院
）
に
よ
り
示
し
て
お
く
。
　
十
五
番
　
　
左
勝
　
金
剛
界
五
部
よ
み
け
る
中
に
仏
部
　
今
は
う
へ
に
光
も
あ
ら
じ
も
ち
月
と
か
ぎ
る
に
な
れ
ば
ひ
と
き
は
の
空
　
　
右
　
　
菩
薩
十
度
を
よ
み
け
る
中
に
智
波
羅
蜜
を
　
こ
れ
ぞ
き
は
う
き
身
を
や
が
て
佛
ぞ
と
心
え
つ
べ
き
心
ち
こ
そ
す
れ
　
　
右
歌
う
き
身
を
や
が
て
仏
ぞ
と
侍
も
誠
貴
は
侍
れ
ど
、
猶
左
十
五
夜
月
な
を
う
へ
な
く
や
侍
ら
ん
（
8
）
金
剛
界
五
部
を
よ
み
侍
り
け
る
仏
部
（14）
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い
ま
は
う
へ
に
ひ
か
り
も
あ
ら
じ
も
ち
月
と
か
ぎ
る
に
な
れ
ば
ひ
と
き
は
の
そ
ら
（
五
九
六
）
（
9
）
『
空
海
全
集
』
四
（
昭
和
五
九
・
五
、
筑
摩
書
房
）
の
書
き
下
し
に
よ
る
。
以
下
の
『
秘
蔵
記
』
の
引
用
も
こ
れ
に
同
じ
。
こ
の
五
部
を
解
説
し
た
箇
所
は
、
　
（
第
一
九
七
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
（
－
o
）
『
西
行
法
師
家
集
』
六
二
六
番
。
（
1
1
）
神
作
光
一
・
長
谷
川
哲
夫
『
新
勅
撰
和
歌
集
全
釈
』
三
（
平
成
一
二
・
　
四
、
風
間
書
房
）
、
二
四
二
・
二
四
三
頁
。
（
1
2
）
『
金
剛
頂
喩
伽
中
略
出
念
論
経
』
大
正
蔵
一
八
（
コ
ρ
。
。
ひ
e
、
二
四
二
b
。
（
1
3
）
『
大
智
度
論
』
大
正
蔵
二
十
五
（
Z
ρ
一
い
O
O
）
、
一
九
八
a
。
（
1
4
）
『
校
本
拾
玉
集
』
一
五
九
三
番
。
（
1
5
）
『
新
勅
撰
和
歌
集
全
釈
』
の
「
通
釈
」
は
、
「
も
う
こ
の
上
に
光
も
あ
る
ま
い
。
望
月
と
き
わ
ま
れ
ば
一
際
の
空
で
あ
る
こ
と
よ
。
」
。
（
1
6
）
「
ひ
ら
け
て
」
と
し
た
が
、
「
て
」
か
「
ん
」
か
、
判
別
が
難
し
い
。
（
1
7
）
「
聖
真
子
」
の
本
地
仏
は
、
阿
弥
陀
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
配
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（
1
8
）
校
注
国
歌
大
系
第
十
巻
『
御
集
六
家
集
』
上
、
七
二
三
頁
。
（
1
9
）
古
典
文
庫
（
4
7
9
）
『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』
三
、
四
〇
～
四
三
頁
、
歌
番
号
＝
二
二
五
～
一
三
二
九
に
、
こ
の
五
首
の
注
解
が
あ
る
。
（
2
0
）
『
大
臓
法
院
条
々
起
請
事
』
、
多
賀
宗
隼
『
慈
円
全
集
』
（
昭
和
二
〇
・
一
、
七
丈
書
院
）
伝
記
資
料
二
ー
一
〇
、
八
二
七
頁
に
よ
り
書
き
下
し
た
。
（
2
1
）
『
行
林
抄
』
第
四
「
阿
弥
陀
法
」
大
正
蔵
七
十
六
（
Z
。
b
お
o
）
、
三
二
c
。
『
行
林
抄
』
、
成
立
＝
五
四
年
、
静
然
（
台
密
法
曼
流
の
祖
、
相
実
の
門
下
）
。
（
2
2
）
『
金
剛
頂
経
観
自
在
王
如
来
修
行
法
』
大
正
蔵
一
九
（
之
ρ
8
一
）
。
（
2
3
）
『
無
量
寿
如
来
観
行
供
養
儀
軌
』
大
正
蔵
一
九
（
之
ρ
8
0
）
、
七
一
a
。
（
2
4
）
『
行
林
抄
』
第
四
、
大
正
蔵
七
十
六
（
Z
ρ
銀
8
）
、
三
四
b
～
c
。
（
2
5
）
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
五
十
三
・
阿
弥
陀
、
大
正
蔵
図
像
部
八
、
三
五
四
b
。
（
2
6
）
慈
円
の
『
四
帖
秘
訣
』
第
三
－
六
十
一
「
阿
弥
陀
行
法
事
」
『
続
天
台
宗
全
書
』
密
教
3
、
三
七
八
・
三
七
九
頁
。
『
阿
娑
縛
抄
』
（15）
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（
2
7
）
『
四
十
帖
決
』
巻
第
七
、
大
正
蔵
七
十
五
（
Z
ρ
冒
O
。
。
）
、
人
八
「
c
。
『
四
十
帖
決
』
、
成
立
一
〇
一
六
～
一
〇
八
一
年
の
間
。
長
宴
が
皇
慶
と
の
問
答
を
筆
録
。
台
密
谷
の
　
三
流
（
三
昧
流
、
穴
太
流
、
法
曼
流
）
の
総
口
決
。
（
2
8
）
注
（
2
4
）
に
同
じ
。
（
2
9
）
覚
鍍
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
大
正
蔵
七
十
九
（
Z
ρ
毬
＝
）
、
一
八
c
～
一
九
b
。
興
然
（
1
0
9
5
～
1
2
0
3
年
）
『
曼
茶
羅
集
』
大
正
蔵
図
像
四
、
＝
ハ
a
。
及
び
　
曼
茶
羅
集
参
考
図
像
二
九
。
（
3
0
）
石
川
一
「
校
本
『
慈
鎮
和
尚
自
歌
合
』
」
（
『
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
三
号
、
昭
和
六
三
・
一
）
を
参
照
し
た
。
石
川
一
『
慈
円
和
歌
論
考
』
第
二
章
、
第
五
節
、
　
二
三
一
頁
、
注
2
0
に
こ
の
校
異
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
3
1
）
『
金
剛
頂
鍮
伽
略
述
三
十
七
尊
心
要
』
大
正
蔵
一
八
（
Z
ρ
。
。
刈
一
）
。
引
用
は
、
『
新
国
訳
大
蔵
経
』
密
教
部
六
（
一
九
九
四
・
八
、
大
蔵
出
版
）
七
五
・
七
六
頁
。
（
3
2
）
『
四
十
帖
決
』
巻
第
七
、
大
正
蔵
七
十
五
（
2
ρ
P
お
。
。
）
、
八
六
五
b
。
（
3
3
）
十
五
番
　
　
左
持
　
或
住
不
退
転
地
　
わ
し
の
山
け
ふ
き
く
法
の
み
ち
な
ら
で
帰
ら
ぬ
や
ど
に
行
人
ぞ
な
き
　
　
右
　
金
剛
界
五
部
中
に
金
剛
部
を
　
た
の
も
し
な
う
き
世
中
の
や
ぶ
れ
や
に
ひ
と
り
く
だ
け
ぬ
法
の
里
人
　
　
両
方
又
勝
劣
な
か
る
べ
し
、
猶
持
と
申
す
べ
く
や
（
3
4
）
岩
波
文
庫
『
法
華
経
』
上
、
三
〇
二
頁
。
（
3
5
）
岩
波
文
庫
『
法
華
経
』
上
、
｝
一
八
頁
。
＊
特
に
注
記
の
な
い
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
（16）
